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実務経験概要

小型長毛犬や中型犬を含むベーシック作業を行う。なるべく犬に負担が少なく
、かつ手早い作業ができるようになる。嫌がる犬の保定の仕方なども学ぶ。

ベーシック作業を行う。人の手を借りず一人で作業できるようにするための保
定方法・体勢を身につける。なるべく犬に負担が少なく、かつ手早く作業ができ
るようになる。嫌がる犬の保定の仕方なども学ぶ。

小型長毛犬・プードルを含むベーシック作業を行う。なるべく犬に負担が少なく
、かつ手早い作業ができるようになる。嫌がる犬の保定の仕方なども学ぶ。

小型長毛犬・プードルを含むベーシック作業を行う。なるべく犬に負担が少なく
、かつ手早い作業ができるようになる。嫌がる犬の保定の仕方なども学ぶ。

小型長毛犬・中型犬・大型犬を含むベーシック作業を行う。なるべく犬に負担
が少なく、かつ手早い作業ができるようになる。嫌がる犬の保定の仕方なども
学ぶ。

授業の概要・目的

動物看護師は獣医師のアシスタントとして、様々な異常や病気を発見したり治療する上でのグルーミングの知識も必要になってくる。本開講科目では、犬における、爪切り～バリ
カン作業、シャンプー等のベーシック作業を習得すると同時に、犬の扱い方や健康状態の把握、病気の発見方法などもあわせて学ぶ。また実習を通して、人としての社会的常
識や慣習、物事に取り組む姿勢なども身につけ、社会デビューへの意識と自信向上を目的とする。

到達目標

基本的なグルーミングの技術･知識を身につける。一般的によく飼われている犬種のシャンプー仕上げ、ベーシックは出来るようになる。また、人と協力し合うことや周りを見なが
ら効率よく動くことも身につける。

授業計画（テーマ・内容）

実習時における注意点や1日の流れ、道具や用品について理解する。
前期実習内容の復習および小型長毛犬を含むベーシック作業を行う。なるべく
犬に負担が少なく、かつ手早い作業ができるようになる。嫌がる犬の保定の仕
方なども学ぶ。

120 (8)
開講科目英名 Practice of Basic Grooming

授業形態

講師名

授業科目名 トレーニング・グルーミング 開講学科 動物高度医療科

開講科目名 グルーミング実習
2開講年度

開講期間 通年 必選区分 必修

グルーミングの概要について学び、モデルグルーミングを行う。
前期実習内容の復習および小型長毛犬を含むベーシック作業を行う。なるべく
犬に負担が少なく、かつ手早い作業ができるようになる。嫌がる犬の保定の仕
方なども学ぶ。

Mダックス、チワワなどのベーシック作業（バリカン以外）を行う。作業前の体
調チェックと耳掃除を重点的に行う。嫌がる犬の保定の仕方なども学ぶ。 小型長毛犬・プードルを含むベーシック作業を行う。なるべく犬に負担が少なく

、かつ手早い作業ができるようになる。嫌がる犬の保定の仕方なども学ぶ。

小型長毛犬・プードルを含むベーシック作業を行う。なるべく犬に負担が少なく
、かつ手早い作業ができるようになる。嫌がる犬の保定の仕方なども学ぶ。

Mダックス、チワワなどのベーシック作業（バリカン以外）を行う。作業前の体
調チェックと耳掃除を重点的に行う。嫌がる犬の保定の仕方なども学ぶ。

ベーシック作業（バリカン以外）を行う。爪きりを重点的に行う。嫌がる犬の保
定の仕方なども学ぶ。

評価方法・基準

成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。

授業時間外学修　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　

授業中に適宜課題を与える。授業中に書き溜めたメモなどをもとにノートを作成する。夏期休暇等の長期休暇に課題を与える場合あり。

ベーシック作業（バリカン含む）を行う。バリカンの使用方法を理解する。嫌が
る犬の保定の仕方なども学ぶ。

小型長毛犬や中型犬を含むベーシック作業を行う。なるべく犬に負担が少なく
、かつ手早い作業をできるようになる。嫌がる犬の保定の仕方なども学ぶ。

小型長毛犬や中型犬を含むベーシック作業を行う。なるべく犬に負担が少なく
、かつ手早い作業をできるようになる。嫌がる犬の保定の仕方なども学ぶ。

小型長毛犬や中型犬を含むベーシック作業を行う。なるべく犬に負担が少なく
、かつ手早い作業ができるようになる。嫌がる犬の保定の仕方なども学ぶ。

ベーシック作業を行う。人の手を借りず一人で作業できるようにするための保
定方法・体勢を身につける。なるべく犬に負担が少なく、かつ手早く作業ができ
るようになる。嫌がる犬の保定の仕方なども学ぶ。

ベーシック作業を行う。人の手を借りず一人で作業できるようにするための保
定方法・体勢を身につける。なるべく犬に負担が少なく、かつ手早く作業ができ
るようになる。嫌がる犬の保定の仕方なども学ぶ。

ベーシック作業を行う。人の手を借りず一人で作業できるようにするための保
定方法・体勢を身につける。なるべく犬に負担が少なく、かつ手早く作業ができ
るようになる。嫌がる犬の保定の仕方なども学ぶ。

小型長毛犬・中型犬・大型犬を含むベーシック作業を行う。なるべく犬に負担
が少なく、かつ手早い作業ができるようになる。嫌がる犬の保定の仕方なども
学ぶ。

ベーシック作業（バリカン以外）を行う。爪きりを重点的に行う。嫌がる犬の保
定の仕方なども学ぶ。

ベーシック作業（バリカン以外）を行う。ブラッシングとシャンプー・ドライングを
重点的に行う。嫌がる犬の保定の仕方なども学ぶ。

ベーシック作業（バリカン以外）を行う。ブラッシングとシャンプー・ドライングを
重点的に行う。嫌がる犬の保定の仕方なども学ぶ。

ベーシック作業（バリカン含む）を行う。バリカンの使用方法を理解する。嫌が
る犬の保定の仕方なども学ぶ。

ベーシック作業（バリカン含む）を行う。バリカンの使用方法を理解する。嫌が
る犬の保定の仕方なども学ぶ。

参考書 なし。

出席率、授業態度、提出物、技術習得度により総合点100点として評価する。

教科書・テキスト 初回配布資料

小型長毛犬・中型犬・大型犬を含むベーシック作業を行う。なるべく犬に負担
が少なく、かつ手早い作業ができるようになる。嫌がる犬の保定の仕方なども
学ぶ。

小型長毛犬・中型犬・大型犬を含むベーシック作業を行う。なるべく犬に負担
が少なく、かつ手早い作業ができるようになる。嫌がる犬の保定の仕方なども
学ぶ。

ベーシック作業を行う。人の手を借りず一人で作業できるようにするための保
定方法・体勢を身につける。なるべく犬に負担が少なく、かつ手早く作業ができ
るようになる。嫌がる犬の保定の仕方なども学ぶ。



2025 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

回 形態 回 形態

1 講義・演習 16 講義・演習

2 講義・演習 17 講義・演習

3 講義・演習 18 講義・演習

4 講義・演習 19 講義・演習

5 講義・演習 20 講義・演習

6 講義・演習 21 講義・演習

7 講義・演習 22 講義・演習

8 講義・演習 23 講義・演習

9 講義・演習 24 講義・演習

10 講義・演習 25 講義・演習

11 講義・演習 26 講義・演習

12 講義・演習 27 講義・演習

13 講義・演習 28 講義・演習

14 講義・演習 29 講義・演習

15 講義・演習 30 講義・演習

ベーシック作業を行う。人の手を借りず一人で作業できるようにするための
保定方法・体勢を身につける。なるべく犬に負担が少なく、かつ手早く作業が
できるようになる。嫌がる犬の保定の仕方なども学ぶ。

小型長毛犬・プードルを含むベーシック作業を行う。なるべく犬に負
担が少なく、かつ手早い作業ができるようになる。嫌がる犬の保定
の仕方なども学ぶ。

小型長毛犬・プードルを含むベーシック作業を行う。なるべく犬に負
担が少なく、かつ手早い作業ができるようになる。嫌がる犬の保定
の仕方なども学ぶ。

小型長毛犬・プードルを含むベーシック作業を行う。なるべく犬に負
担が少なく、かつ手早い作業ができるようになる。嫌がる犬の保定
の仕方なども学ぶ。

小型長毛犬・中型犬・大型犬を含むベーシック作業を行う。なるべく
犬に負担が少なく、かつ手早い作業ができるようになる。嫌がる犬の
保定の仕方なども学ぶ。

小型長毛犬・中型犬・大型犬を含むベーシック作業を行う。なるべく
犬に負担が少なく、かつ手早い作業ができるようになる。嫌がる犬の
保定の仕方なども学ぶ。

小型長毛犬・中型犬・大型犬を含むベーシック作業を行う。なるべく
犬に負担が少なく、かつ手早い作業ができるようになる。嫌がる犬の
保定の仕方なども学ぶ。

小型長毛犬・中型犬・大型犬を含むベーシック作業を行う。なるべく
犬に負担が少なく、かつ手早い作業ができるようになる。嫌がる犬の
保定の仕方なども学ぶ。

準備学習・時間外学習 授業中に適宜課題を与える。授業中に書き溜めたメモなどをもとにノートを作成する。夏期休暇等の長期休暇に課題を与える場合あり。

教科書・テキスト 初回配布資料

参考書 なし。

出席率、授業態度、提出物、技術習得度により総合点100点として評価する。
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授業科目名 動物看護実習・演習 開講学科 動物高度医療科

開講科目名 動物愛護・適正飼養実習
2

開講科目英名 Practice of Animal Welfare Proper culture
授業形態

開講年度

開講期間 通年 必選区分 必修

講師名

実務経験概要 プロトリマーとして26年間トリミングに従事

授業の概要・目的

動物看護師は獣医師のアシスタントとして、様々な異常や病気を発見したり治療する上でのグルーミングの知識も必要になってくる。本開講科目では、犬における、爪切り～バ
リカン作業、シャンプー等のベーシック作業を習得すると同時に、犬の扱い方や健康状態の把握、病気の発見方法などもあわせて学ぶ。また実習を通して、人としての社会的
常識や慣習、物事に取り組む姿勢なども身につけ、社会デビューへの意識と自信向上を目的とする。

授業の到達目標

基本的なグルーミングの技術･知識を身につける。一般的によく飼われている犬種のシャンプー仕上げ、ベーシックは出来るようになる。また、人と協力し合うことや周りを見な
がら効率よく動くことも身につける。

授業計画

内容 内容

実習時における注意点や1日の流れ、道具や用品の説明、グルー
ミングの概要を学ぶ。

前期実習内容の復習および小型長毛犬を含むベーシック作業を行
う。なるべく犬に負担が少なく、かつ手早い作業ができるようになる。
嫌がる犬の保定の仕方なども学ぶ。

モデルグルーミング、リードのくくり方、綿花の巻き方練習
小型長毛犬や中型犬を含むベーシック作業を行う。なるべく犬に負
担が少なく、かつ手早い作業ができるようになる。嫌がる犬の保定
の仕方なども学ぶ。

小型長毛犬・プードルを含むベーシック作業を行う。なるべく犬に負
担が少なく、かつ手早い作業ができるようになる。嫌がる犬の保定
の仕方なども学ぶ。

Mダックス、チワワなどのベーシック作業（バリカン以外）を行う。作
業前の体調チェックと耳掃除を重点的に行う。嫌がる犬の保定の仕
方なども学ぶ。

Mダックス、チワワなどのベーシック作業（バリカン以外）を行う。作
業前の体調チェックと耳掃除を重点的に行う。嫌がる犬の保定の仕
方なども学ぶ。

ベーシック作業（バリカン以外）を行う。爪きりを重点的に行う。嫌が
る犬の保定の仕方なども学ぶ。

ベーシック作業（バリカン以外）を行う。爪きりを重点的に行う。嫌が
る犬の保定の仕方なども学ぶ。

ベーシック作業（バリカン以外）を行う。ブラッシングとシャンプー・ド
ライングを重点的に行う。嫌がる犬の保定の仕方なども学ぶ。

ベーシック作業（バリカン以外）を行う。ブラッシングとシャンプー・ド
ライングを重点的に行う。嫌がる犬の保定の仕方なども学ぶ。

ベーシック作業（バリカン含む）を行う。バリカンの使用方法を理解
する。嫌がる犬の保定の仕方なども学ぶ。

評価方法・基準

成績評価
評価点数90点以上をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。

ベーシック作業を行う。人の手を借りず一人で作業できるようにするための
保定方法・体勢を身につける。なるべく犬に負担が少なく、かつ手早く作業が
できるようになる。嫌がる犬の保定の仕方なども学ぶ。

ベーシック作業を行う。人の手を借りず一人で作業できるようにするための
保定方法・体勢を身につける。なるべく犬に負担が少なく、かつ手早く作業が
できるようになる。嫌がる犬の保定の仕方なども学ぶ。

ベーシック作業（バリカン含む）を行う。バリカンの使用方法を理解
する。嫌がる犬の保定の仕方なども学ぶ。

ベーシック作業（バリカン含む）を行う。バリカンの使用方法を理解
する。嫌がる犬の保定の仕方なども学ぶ。

小型長毛犬や中型犬を含むベーシック作業を行う。なるべく犬に負
担が少なく、かつ手早い作業をできるようになる。嫌がる犬の保定
の仕方なども学ぶ。

小型長毛犬や中型犬を含むベーシック作業を行う。なるべく犬に負
担が少なく、かつ手早い作業をできるようになる。嫌がる犬の保定
の仕方なども学ぶ。

ベーシック作業を行う。人の手を借りず一人で作業できるようにするための
保定方法・体勢を身につける。なるべく犬に負担が少なく、かつ手早く作業が
できるようになる。嫌がる犬の保定の仕方なども学ぶ。

小型長毛犬や中型犬を含むベーシック作業を行う。なるべく犬に負
担が少なく、かつ手早い作業ができるようになる。嫌がる犬の保定
の仕方なども学ぶ。

小型長毛犬や中型犬を含むベーシック作業を行う。なるべく犬に負
担が少なく、かつ手早い作業ができるようになる。嫌がる犬の保定
の仕方なども学ぶ。

ベーシック作業を行う。人の手を借りず一人で作業できるようにするための
保定方法・体勢を身につける。なるべく犬に負担が少なく、かつ手早く作業が
できるようになる。嫌がる犬の保定の仕方なども学ぶ。



2025 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

回 形態 回 形態

1 講義・演習 16 講義・演習

2 講義・演習 17 講義・演習

3 講義・演習 18 講義・演習

4 講義・演習 19 講義・演習

5 講義・演習 20 講義・演習

6 講義・演習 21 講義・演習

7 講義・演習 22 講義・演習

8 講義・演習 23 講義・演習

9 講義・演習 24 講義・演習

10 講義・演習 25 講義・演習

11 講義・演習 26 講義・演習

12 講義・演習 27 講義・演習

13 講義・演習 28 講義・演習

14 講義・演習 29 講義・演習

15 講義・演習 30 講義・演習

授業科目名 動物看護実習・演習 開講学科 動物高度医療科

開講期間 必選区分 必修

開講科目名 動物臨床検査学実習
開講年度 2

開講科目英名

通年

90 (6)
Practice of Animal Clinical Examination Ⅰ

授業形態

実務経験概要

授業計画

動物病院では、動物の健康状態の把握や疾病の診断を行うために様々な検体検査・生理機能検査が実施される。これらの検査が正確かつ確実に行われなかった場合、診

断の遅延、検体の頻回採取などの患者動物への危険が生じることとなる。また、検体の不完全な取り扱いは、検査者自身の健康被害へとつながる可能性をはらんでいる

。さらに、各々の検査の目的や意義は飼い主への説明の際にも必要不可欠な知識である。本講義では、1学年時に学んだ内容も踏まえ、検査の意義をより深く理解する

と共に、検査を安全・確実に行えるようになることを目的とする

授業の到達目標

授業計画に示すテーマにあげた検査に関して、愛玩動物看護師として必要となる準備・手技を学ぶとともに、検査の意義・注意点・リスクなども含め総合的に理解でき

るようになることを目標とする

獣医師、愛玩動物看護師。複数の動物病院で非常勤獣医師として勤務、動物看護専門学校非常勤講師、大学付属臨床センター（付属動物

病院）にて勤務医・勤務愛玩動物看護師向け実習の非常勤担当（勤務者向けCPR実習）

授業の概要・目的

講師名

内容 内容

尿検査について習得する

便検査について習得する

ガイダンス・臨床検査とは・フィジカルアセスメント

顕微鏡の使い方を習得する・各種染色法に関して

細胞診・組織診断・骨髄診を理解する

超音波検査を習得する①超音波検査の基礎と腹部超音波

血液検査①　採血と検査の流れを理解する

超音波検査を習得する②ドップラー超音波と胸部超音波、外注検査を
理解する

聴診器による胸部聴診を習得する

心電図検査の原理と性状心電図、心電図検査の実施法に関して理解
する

血液検査②　血球計数に関して理解する

血液検査④　凝固系検査とクロスマッチを習得する

心電図検査で得られる可能性のある不整脈に関して代表的なものを
理解する

麻酔中に実施されるモニタリングに関して、とくに生体情報モニターの
評価項目を中心に理解する

眼科検査を理解する

動物病院で行われる微生物検査に関して学ぶ

血液検査③　血液化学検査に関して理解する

レントゲン検査　①　基礎放射線学を学び、胸部・腹部の保定を習得
する

神経学的検査を理解する

運動器検査を理解する

CTとMRIを理解する。内視鏡検査を理解する。

準備学習・時間外学習 授業中に適宜課題を与える。授業中に書き留めたメモなどをもとにノートを作成する。

皮膚科検査・耳科検査に関して学ぶ

教科書・テキスト 講義中にテキストとなる資料を配布します。

前期内容の振り返りを行う 後期内容の振り返りを行う

レントゲン検査　②　四肢・骨盤・頭部などのレントゲン保定を習得す
る

レントゲン検査　③　レントゲン解剖と代表的なレントゲン所見を理解
する

前期の総括

遺伝子検査と免疫学的検査に関して学ぶ

各疾患における検査を学ぶ・膣スメア検査を習得する

後期の総括

参考書 動物看護コアテキスト改訂版①～⑥　（ファームプレス）　/　動物看護実習テキスト　（エデュワードプレス社）　/　イラストでみる犬の病気・猫の病気　（講談社）

評価方法・基準 実技試験・筆記試験・出席率から総合的に評価を行う。

成績評価

評価点数90点以上をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不

合格とする。



2025 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

回 形態 回 形態

1 講義・演習 16

2 講義・演習 17

3 講義・演習 18

4 講義・演習 19

5 講義・演習 20

6 講義・演習 21

7 講義・演習 22

8 講義・演習 23

9 講義・演習 24

10 講義・演習 25

11 講義・演習 26

12 講義・演習 27

13 講義・演習 28

14 講義・演習 29

15 講義・演習 30

動物看護師とは

動物看護師の在り方②

動物看護師とは

仕事について②

カルテ

症例をもとにカルテを作成する①

カルテ

症例をもとにカルテを作成する②

動物看護師とは

仕事について①

カルテ

日常的に使われるカルテ用語①

カルテ

日常的に使われるカルテ用語②

犬の健康管理について

犬の健康管理について①

犬の健康管理について

犬の健康管理について②

犬の健康管理について

犬舎掃除の仕方①

犬の健康管理について

犬舎掃除の仕方②

動物看護師とは

動物看護師の在り方①

参考書 動物看護実習テキスト

評価方法・基準 筆記試験

成績評価

評価点数90点以上をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不

合格とする。

準備学習・時間外学習

教科書・テキスト

振り返り
小テスト

これまでの授業の小テストを行う

猫

猫の保定と身体一般検査

猫

猫の保定と身体一般検査

まとめ

猫

実習猫の当番について

保定・身体一般検査
２人１組での保定、身体一般検査①

保定・身体一般検査
２人１組での保定、身体一般検査②

保定・身体一般検査
様々な診察に合わせた保定と身体一般検査②

保定・身体一般検査
道具を使った保定と身体一般検査①

保定・身体一般検査
道具を使った保定と身体一般検査②

保定・身体一般検査
身体一般検査①

保定・身体一般検査
身体一般検査②

保定・身体一般検査
様々な診察に合わせた保定と身体一般検査①

動物のバイタルサインの評価とカルテへの記録、動物への基本的な内科的処置を行えるようにする

授業計画

オリエンテーション

看護実習室の使い方①
保定・身体一般検査
基本的な保定①

保定・身体一般検査
基本的な保定②

内容 内容

オリエンテーション

看護実習室の使い方②

授業の到達目標

必選区分 必修

開講科目英名 Practice　of　Animal　Clinical　Nursing Ⅱ
授業形態

講師名

実務経験概要 大阪府の動物病院で動物看護師として勤務後、大阪ECO動物海洋専門学校に勤務、該当なし

授業の概要・目的

犬や猫の日常的な健康管理や、内科診療に必要な手技を実践する

犬や猫の基本的な取り扱いから、日常的な健康管理とその手技を身に付ける

60 (4)

授業科目名 動物看護実習・演習 開講学科 動物高度医療科

開講科目名 動物臨床看護学実習Ⅱ
開講年度 2

開講期間 通年



2025 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

回 形態 回 形態

1 講義・演習 16 講義・演習

2 講義・演習 17 講義・演習

3 講義・演習 18 講義・演習

4 講義・演習 19 講義・演習

5 講義・演習 20 講義・演習

6 講義・演習 21 講義・演習

7 講義・演習 22 講義・演習

8 講義・演習 23 講義・演習

9 講義・演習 24 講義・演習

10 講義・演習 25 講義・演習

11 講義・演習 26 講義・演習

12 講義・演習 27 講義・演習

13 講義・演習 28 講義・演習

14 講義・演習 29 講義・演習

15 講義・演習 30 講義・演習

授業科目名 基礎動物 開講学科 動物高度医療科

開講科目名 動物栄養学
開講年度 2

開講期間 通年

授業の到達目標

必選区分 必修

開講科目英名 Animal Clinical Nutrition
授業形態

講師名

実務経験概要

動物病院にて動物看護師として約30年勤務

飼い主に犬や猫の日常の健康管理の指導等なども行う

関西動物看護教育研究会に所属

授業の概要・目的

栄養（食餌）は生命維持に必要なだけでなく、健康に過ごすためにも重要である。また適切な食餌によって管理できる疾患も多い。現

在は様々なペットフードが普及しており、各個体の健康管理のためには食餌や栄養に関する正しい知識をもって、各個体・状態に合っ

たフードを選択しなければならない。また動物医療に携わる者として、飼育者に正しい栄養指導が出来る必要がある。本授業では栄養

素やペットフードに関する基礎知識、疾患と食事の関係について理解・習得することを目的とする。

60 (4)

飼い主にフードの選び方、与え方を説明できるようになる。食餌が各個体にあっているか評価出来るようになる。疾患に対する食糧法

について飼い主に説明・アドバイスだ出来るようになる。

授業計画

消化器系基礎知識の復習

動物（主に犬と猫の）食性について

肥満と食餌（体格チェック・体重管理）

消化器疾患と食餌

内容 内容

栄養素各論１（糖質/炭水化物）

栄養素各論２（脂質）

栄養素各論３（タンパク質）

食物アレルギーと食餌

皮膚疾患と食餌

下部尿路疾患と食餌

栄養素各論４（ビタミン・ミネラル・水）

必要エネルギーについて（エネルギー量の計算）

ライフステージ別食事管理１（成長期・維持期・老齢期）

慢性腎臓病と食餌

心疾患、肝疾患と食餌

糖尿病と食餌

ライフステージ別食事管理２（妊娠授乳期・不妊手術との関係

）、給餌法

ペットフードについて１（分類・製造法など）

ペットフードについて２（ペットフードの表示、選択方法につ

いて）

担がん動物と食餌

その他の疾患と食餌（甲状腺・痴呆・関節疾患など）

強制給餌・経口以外の栄養給与法

フードの切り替え方法、嗜好性を上げる方法、飼い主へのアド

バイス

必要フード量の計算

前期学習内容の総括を行う。

強制給餌・経口以外の栄養給与法

手作り食について

後期学習内容の総括を行う

準備学習・時間外学習 授業中に使用したワークシートや配布資料・教科書を用いて授業内容をまとめ、復習を行う。

教科書・テキスト 愛玩動物看護師の教科書　、必要に応じて資料を配布

与えてはいけない物・注意が必要異なもの・サプリメントなど

について/　前期学習内容の振り返りを行う。
後期の振り返りを行う。

参考書
ペットフードアドバイザー（インターズー）、ベーシック小動物栄養学（ファームプレス）、愛玩動物看護師国家試験対策（エデュワードプレス）、その他
授業内で適宜紹介する。

評価方法・基準 筆記試験・授業内小テスト・提出物、授業態度等を併せて評価する。

成績評価

評価点数90点以上をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不

合格とする。



2025 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

回 形態 回 形態

1 講義・演習 16 講義・演習

2 講義・演習 17 講義・演習

3 講義・演習 18 講義・演習

4 講義・演習 19 講義・演習

5 講義・演習 20 講義・演習

6 講義・演習 21 講義・演習

7 講義・演習 22 講義・演習

8 講義・演習 23 講義・演習

9 講義・演習 24 講義・演習

10 講義・演習 25 講義・演習

11 講義・演習 26 講義・演習

12 講義・演習 27 講義・演習

13 講義・演習 28 講義・演習

14 講義・演習 29 講義・演習

15 講義・演習 30 講義・演習

参考書 認定動物看護師教育コアカリキュラム準拠　（エドュワードプレス）・動物看護コアテキスト（ファームプレス）

評価方法・基準 評価の割合は筆記試験100％で、最高評価点数を100とする。

成績評価

評価点数90点以上をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不

合格とする。

準備学習・時間外学習 授業にて習う分野の予習復習を行う。授業中に適宜指導する。

教科書・テキスト 愛玩動物看護師の教科書　（緑書房）

前期学習内容の総括を行う。

遺伝とは①　遺伝の基礎知識

遺伝とは②　遺伝性疾患

遺伝とは③　毛色遺伝子

妊娠中の健康管理

分娩と介助

新生仔のケア

犬の繁殖生理③　交配適期と膣スメア検査

猫の繁殖生理　猫の性周期

交配様式と妊娠診断

犬と猫の生殖器とその特徴

犬の繁殖生理①　犬の性周期について

犬の繁殖生理②　繁殖に関わるホルモン

繁殖に関わるしくみを理解し、正しい繁殖と新生児の管理の知識と技術を伝えることができるようになる。

授業計画

繁殖とは　繁殖の際に考えるポイント

繁殖季節と発情周期　動物の性周期

内容 内容

授業の到達目標

必選区分 必修

開講科目英名 Animal Breeding
授業形態

講師名

実務経験概要
カルディア動物行動クリニック　開業獣医師

行動分野診療、問題行動、飼育指導、家庭犬トレーニング等を専門とし、臨床現場にて飼い主のサポートに従事

授業の概要・目的

繁殖に関わる形態機能学を学び、妊娠・分娩と新生仔管理、遺伝学の基礎知識を習得する。

30 (2)

授業科目名 基礎動物 開講学科 動物高度医療科

開講科目名 動物繁殖学
開講年度 2

開講期間 前期



2025 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

回 形態 回 形態

1 講義・演習 16

2 講義・演習 17

3 講義・演習 18

4 講義・演習 19

5 講義・演習 20

6 講義・演習 21

7 講義・演習 22

8 講義・演習 23

9 講義・演習 24

10 講義・演習 25

11 講義・演習 26

12 講義・演習 27

13 講義・演習 28

14 講義・演習 29

15 講義・演習 30

参考書

評価方法・基準

成績評価

評価点数90点以上をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不

合格とする。

認定動物看護師教育コアカリキュラム準拠　（エドュワードプレス）・動物看護コアテキスト（ファームプレス）

筆記試験および授業中に行う実習により評価する。

準備学習・時間外学習

教科書・テキスト

後期学習内容の振り返りを行う。

授業にて習う分野の予習復習を行う。授業中に適宜指導する。

愛玩動物看護師の教科書　（緑書房）

エマージェンシー対応⑥　感電・火傷・溺水

エマージェンシー対応⑦　その他

後期学習内容の総括を行う。

エマージェンシー対応③　異物飲み込み

エマージェンシー対応④　創傷管理

エマージェンシー対応⑤　創傷管理

心肺停止と心肺蘇生法②

エマージェンシー対応①　中毒

エマージェンシー対応②　中毒

動物病院での対応の流れ

動物の搬送　状況に合わせた搬送方法について

心肺停止と心肺蘇生法①　除細動器

救急状態の動物を適切に理解し、必要な処置を施すことが出来る。動物病院でのエマージェンシーに対応することが出来る。

授業計画

救急看護とは　応急処置とは。救急のABC。

重要度の確認　患者の状況確認（バイタルサイン）

内容 内容

授業の到達目標

必選区分 必修

開講科目英名 Animal Pathology
授業形態

講師名

実務経験概要
カルディア動物行動クリニック　開業獣医師

行動分野診療、問題行動、飼育指導、家庭犬トレーニング等を専門とし、臨床現場にて飼い主のサポートに従事

授業の概要・目的

救急看護の必要な動物に対し、全身状態を把握し、急激な変化に即応した診察の補助と看護援助、飼い主の精神的ケアについて学ぶ。

30 (2)

授業科目名 基礎動物看護 開講学科 動物高度医療科

開講科目名 動物病理学
開講年度 2

開講期間 後期



2025 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

回 形態 回 形態

1 講義・演習 16 講義・演習

2 講義・演習 17 講義・演習

3 講義・演習 18 講義・演習

4 講義・演習 19 講義・演習

5 講義・演習 20 講義・演習

6 講義・演習 21 講義・演習

7 講義・演習 22 講義・演習

8 講義・演習 23 講義・演習

9 講義・演習 24 講義・演習

10 講義・演習 25 講義・演習

11 講義・演習 26 講義・演習

12 講義・演習 27 講義・演習

13 講義・演習 28 講義・演習

14 講義・演習 29 講義・演習

15 講義・演習 30 講義・演習

参考書 なし。

評価方法・基準 評価の割合は、筆記試験にて最高評価点数を100とする。

成績評価

評価点数90点以上をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不

合格とする。

準備学習・時間外学習 授業中に書き留めた内容をもとに、ノートを作成する。

教科書・テキスト 動物看護コアテキスト③　（ファームプレス）

前期学習内容の振り返りを行う。 後期学習内容の振り返りを行う。

神経系に作用する薬物（局所麻酔薬）について理解する。

寄生虫に作用する薬物（原虫・蠕虫・衛生動物）について理解

する。

前期学習内容の総括を行う。

化学療法薬（駆虫薬・殺虫薬・抗腫瘍薬）について理解する。

化学療法薬（抗腫瘍薬）について理解する。

後期学習内容の総括を行う。

輸液療法の必要性を理解し、輸液量の計算ができるようになる

。

輸液療法の必要性を理解し、輸液量の計算ができるようになる

。

神経系に作用する薬物（全身麻酔薬）について理解する。

血液・免疫系に作用する薬物（免疫抑制薬）について理解する。

化学療法薬（抗菌薬）について理解する。

化学療法薬（抗真菌薬）について理解する。

薬物の分類や法規を学び、毒薬・劇薬・麻薬などの取り扱い方

を理解する。

処方や治療の略語を理解し、薬用量の計算ができるようになる

。

処方や治療の略語を理解し、薬用量の計算ができるようになる

。

代謝・内分泌に作用する薬物（糖尿病治療薬・甲状腺治療薬）に

ついて理解する。

代謝・内分泌に作用する薬物（ステロイドホルモン）について理

解する。

血液・免疫系に作用する薬物（抗貧血薬・抗炎症薬）について理

解する。

薬物の有害作用（副作用・中毒作用・薬物アレルギー・薬物依

存・耐性）について理解する。

薬効に影響を与える因子について理解する。

薬物の取り扱い（薬物の剤形の違い・投与方法）について理解

する。

呼吸器系に作用する薬物（鎮咳薬・去痰薬・気管支拡張薬）につ

いて理解する。

循環器・泌尿器系に作用する薬物（血管拡張薬・心不全治療薬・

利尿薬）について理解する。

消化器に作用する薬物（制吐薬・消化管に作用する薬物・止瀉薬

・瀉下薬）について理解する。

臨床の現場で使用される薬物の特性を学び、投薬前後での病態の変化にいち早く気づけるようになり、また、飼い主への服薬指導が的確に行えるようになる。

授業計画

薬物の基本知識（薬物治療の概念・薬理作用）について理解す

る。

薬物の基本知識（薬物動態）について理解する。

神経系に作用する薬物（鎮痛薬・鎮静薬）について理解する。

神経系に作用する薬物（抗けいれん薬・問題行動治療薬）につい

て理解する。

内容 内容

授業の到達目標

必選区分 必修

開講科目英名 Animal Phamacology
授業形態

講師名

実務経験概要 勤務獣医師として、臨床医療に長年従事

授業の概要・目的

臨床の現場では欠かすことのできない薬物治療について、薬理作用と作用機序、薬物の体内動態、有害作用や、代表的な薬物の作用、副作用を理解し、その必要性や、

適応とされる病態、投薬時の注意点などについて知識を深める。

60 (4)

授業科目名 基礎動物看護 開講学科 動物高度医療科

開講科目名 動物薬理学
開講年度 2

開講期間 通年



2025 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

回 形態 回 形態

1 講義・演習 16 講義・演習

2 講義・演習 17 講義・演習

3 講義・演習 18 講義・演習

4 講義・演習 19 講義・演習

5 講義・演習 20 講義・演習

6 講義・演習 21 講義・演習

7 講義・演習 22 講義・演習

8 講義・演習 23 講義・演習

9 講義・演習 24 講義・演習

10 講義・演習 25 講義・演習

11 講義・演習 26 講義・演習

12 講義・演習 27 講義・演習

13 講義・演習 28 講義・演習

14 講義・演習 29 講義・演習

15 講義・演習 30 講義・演習

参考書 なし。

評価方法・基準 評価の割合は筆記試験100％で、最高評価点数を100とする。ただし、筆記試験の点数が50～59点の場合は出席率80％以上であれば60点とする。

成績評価

評価点数90点以上をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不

合格とする。

準備学習・時間外学習 授業中に適宜課題を与える。授業中に書き溜めたメモなどをもとにノートを作成する。

教科書・テキスト 動物看護コアテキスト④　（ファームプレス）

ウサギの重要事項のまとめ
ウサギの保定と強制給餌。

カメの疾病について理解する。

前期学習の動物の重要事項を復習する。

前期学習内容の総括を行う。

スナネズミの疾病について理解する。

後期学習の動物の重要事項を復習する。

後期学習内容の総括を行う。

ウサギの飼育について理解する。

ウサギの疾病について理解する。

爬虫類の分類について理解する。　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　カメの分類・生理つい

て理解する。

ミニブタの疾病について理解する。　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フクロモモンガ生態・

生理について理解する。

フクロモモンガの疾病について理解する。

スナネズミの形態・生理について理解する。

モルモットの形態・生理・飼育・疾病について理解する。

チンチラのの形態・生理・飼育・疾病について理解する。

ウサギの形態・生理について理解する。

鳥の疾病について理解する。　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　小鳥の保定方法について

実習する。

ハリネズミの生態・生理・飼育・疾病について理解する。

ミニブタの生態・飼育について理解する。

マウス・ラットの形態・生理疾病について理解する。

シマリスの形態・生理・飼育について理解する。

プレーリードッグの形態・生理・飼育について理解する。

鳥の分類・形態・生理について理解する。

鳥の飼育について理解する。

鳥の診療・疾病について理解する。

エキゾチックアニマルの分類ができ、生態・飼育について飼い主に説明できるようになる。また、診察補助、入院した動物の管理ができるように生理学的特徴、疾病に

ついて理解する。

授業計画

エキゾチックアニマルの概要について理解する。                                          

ハムスターの形態・生理について理解する。

ハムスターの飼育・疾病について理解する。　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　ハムスターの保定方法を習

得する。

フェレットの形態・生理について理解する。

フェレットの特徴・飼育・疾病について理解する。

内容 内容

授業の到達目標

必選区分 必修

開講科目英名 Companion Animal Studies Ⅱ
授業形態

講師名

実務経験概要
みなせ動物病院開業獣医師

京都府乙訓郡を中心に、犬猫ならびにエキゾチックアニマルを中心とした臨床に従事

授業の概要・目的

エキゾチックアニマルはペットとして飼われている歴史が浅く、飼育に関して不明な点が多い生物では繁殖させたり寿命を全うさせたりするどころか、長期飼育さえ困

難なものもいる。栄養学的なことや感染症など、飼育のための必要最低限な情報も不明な種は多い。そのため基礎的な知識の習得や設備投資を怠った状態で飼育開始す

るケースも見られる。こうしたことから動物病院などの現場へ就職を目指す学生は正しい知識を身につけそれを伝えることができるようになる必要がある。本開講科目

では動物病院に来院することが多いと考えられるエキゾチックアニマルを中心にそれら動物の生態・生理・飼育・疾病等について習得する。

60 (4)

授業科目名 愛護・適正飼養 開講学科 動物高度医療科

開講科目名 愛玩動物学Ⅱ
開講年度 2

開講期間 通年



2025 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

回 形態 回 形態

1 講義・演習 16 講義・演習

2 講義・演習 17 講義・演習

3 講義・演習 18 講義・演習

4 講義・演習 19 講義・演習

5 講義・演習 20 講義・演習

6 講義・演習 21 講義・演習

7 講義・演習 22 講義・演習

8 講義・演習 23 講義・演習

9 講義・演習 24 講義・演習

10 講義・演習 25 講義・演習

11 講義・演習 26 講義・演習

12 講義・演習 27 講義・演習

13 講義・演習 28 講義・演習

14 講義・演習 29 講義・演習

15 講義・演習 30 講義・演習

参考書 なし

評価方法・基準 満点を100点とする（出席率80%、犬種クイズ10%、提出物・イベント参加レポート10%）。

成績評価

評価点数90点以上をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不

合格とする。

準備学習・時間外学習 授業中や、事後学習として適宜課題を与える

教科書・テキスト なし

前期振り返り 後期振り返り

愛玩動物の過剰繁殖の問題とその対応について理解する。

災害危機管理と支援、動物愛護管理行政について理解する。

前期まとめ

犬・猫の引き取り及び負傷動物などの収容ならびに処分の状況につい
て理解する。

動物愛護管理センターの活動について理解する。

後期まとめ

適正飼養の推進として、適正飼養に関する支援の目的と活動、動物
取り扱い業者における適正飼養について理解する

適正飼養の推進として、適正飼養に関する支援の目的と活動、動物
取り扱い業者における適正飼養について理解する

愛玩動物の過剰繁殖の問題とその対応について理解する。

動物愛護週間の役割と実施状況について理解する。

動物愛護週間の役割と実施状況について理解する。

犬・猫の引き取り及び負傷動物などの収容ならびに処分の状況につい
て理解する。

愛玩動物飼養によって人間が受ける影響と問題点について理解する
。

愛玩動物と飼養のニーズや目的を理解するとともに、グリーフケア、
ペットロスについてその概要と飼い主の心情を理解し、必要な支援に
ついて理解する

愛玩動物と飼養のニーズや目的を理解するとともに、グリーフケア、
ペットロスについてその概要と飼い主の心情を理解し、必要な支援に
ついて理解する

動物愛護管理行政について理解する。

飼い主の指導の基盤として、公衆衛生業務における愛玩動物看護師
の役割について理解する。

飼い主の指導の基盤として、公衆衛生業務における愛玩動物看護師
の役割について理解する。

愛玩動物利用の現状について理解する。

愛玩動物利用の現状について理解する。

愛玩動物飼養によって人間が受ける影響と問題点について理解する
。

災害危機管理と支援、動物愛護管理行政について理解する。獣医療
の概要と災害時における愛玩動物看護師の役割について理解する。

災害危機管理と支援、動物愛護管理行政について理解する。獣医療
の概要と災害時における愛玩動物看護師の役割について理解する。

動物愛護管理行政について理解する。

愛玩動物の適正飼養の目的、概念について理解する。愛玩動物利用の現状について理解する。愛玩動物しようによって人間が受ける影響と問題点について理解する。愛玩動物と
飼養のニーズや目的を理解するとともに、グリーフケア、ペットロスについてその概要と飼い主の心情を理解し、必要な支援について理解する。適正飼養の推進として、適正飼養に関
する支援の目的と活動、動物取り扱い業者における適正飼養について理解する。愛玩動物の過剰繁殖の問題とその対応について理解する。災害危機管理と支援、動物愛護管理行
政について理解する。

授業計画

愛玩動物の適正飼養の目的、概念について理解する。

愛玩動物の適正飼養の目的、概念について理解する。

愛玩動物とその飼い主の災害の備えについて理解し、説明できる。

愛玩動物とその飼い主の災害の備えについて理解し、説明できる。

内容 内容

授業の到達目標

必選区分 必修

開講科目英名 Ｐroper Ｂerrding Ｇuidance
授業形態

講師名

実務経験概要 大阪府の動物病院で動物看護師として勤務後、大阪ECO動物海洋専門学校に勤務

授業の概要・目的

愛玩動物の効用や飼養目的等を理解した上で、適正飼養の推進活動、災害時の危機管理のあり方、動物愛護管理行政の仕組みについて理解する。

60 (4)

授業科目名 愛護・適正飼養 開講学科 動物高度医療科

開講科目名 適正飼養指導論
開講年度 2

開講期間 通年



2025 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

回 形態 回 形態

1 講義・演習 16 講義・演習

2 講義・演習 17 講義・演習

3 講義・演習 18 講義・演習

4 講義・演習 19 講義・演習

5 講義・演習 20 講義・演習

6 講義・演習 21 講義・演習

7 講義・演習 22 講義・演習

8 講義・演習 23 講義・演習

9 講義・演習 24 講義・演習

10 講義・演習 25 講義・演習

11 講義・演習 26 講義・演習

12 講義・演習 27 講義・演習

13 講義・演習 28 講義・演習

14 講義・演習 29 講義・演習

15 講義・演習 30 講義・演習

参考書 同上

評価方法・基準 筆記試験および実技試験をともに100点満点で実施し、その平均点を点数とする。ただし実技試験で60点に満たない場合は不合格とする。

成績評価

評価点数90点以上をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不

合格とする。

準備学習・時間外学習 配布する資料を用いて毎回の授業内容を自宅で復習する。

教科書・テキスト 動物看護実習テキスト　　動物看護師要請専修学校教科書作成委員会　編　（EDUWARD Press）

前期学習内容の振り返りを行う。

生体への麻酔処置に必要な実践的な準備、注意点を理解する。

後期学習内容の振り返りを行う。

術後の家族のインフォームドコンセントについて理解する。

術前準備、麻酔法、術中モニタリングなどについて再度整理す

る。

生体への麻酔処置を行い、周術期の実践的な動きを修得する。

前期学習内容の総括を行う。

避妊手術を実施し、周術期の実践的な動きを修得する。

抜糸の準備と手技について理解する。

後期学習内容の総括を行う。

麻酔処置とその周辺について全体的に理解する。

静脈ルート確保の手順について習得する。

犬と猫への鎮静処置の手順を修得し、その注意点について理解

する。

去勢手術時の助手の具体的手技について修得する。

去勢手術を実施し、周術期の実践的な動きを修得する

避妊手術時の助手の具体的手技について理解する

ASA分類について理解する。

麻酔薬について理解する。

麻酔周辺機器の取り扱いを習得する。

麻酔記録について理解する。

麻酔管理を習得する。

周術期に起こりうる緊急対応について理解する。

ASA分類に基づいた麻酔リスクについて理解する。

歯石除去の手技とその際の麻酔法について修得する。

術着とドレープの準備について習得する。

静脈留置と気管挿管の準備について習得する。

滅菌と未滅菌の差について理解する。

薬剤の計算について理解する。

術前の手洗い法を修得する。

術着とグローブの着用方法を修得する。

入院時の動物の管理法について修得する。

入院時の衛生管理について理解する。

栄養チューブ設置の準備や流動食の調整を修得する。

実践力を身につけるとはいえ、実習のみであらゆる疾患やリスクを抱える動物の外科、麻酔について理解することは困難でる。ただしそれらの症例に臨む上でも、解剖

学と生理学の知識を基礎とした術前準備、術前管理という理解が重要になる。動物たちの状態を常に観察し、その上でどのような看護が必要となるのかを説明、分類で

きるような思考能力を身につけることを目標とする。

授業計画

オリエンテーションにより外科看護学の概要を理解する。

実習に参加する犬と猫の総合健康診断を行い、保定および基礎

的臨床検査の復習を行う。

各手術器具の名称を整理し、その用途を習得する

動物看護計画の策定について理解する。

周術期の動物に対する痛みの評価について理解する。

内容 内容

授業の到達目標

必選区分 必修

開講科目英名 Practice of Animal Surgery Nursing 
授業形態

講師名

実務経験概要 大阪どうぶつ夜間急病センター 獣医師 

授業の概要・目的

まず外科診療の補助に必要な基礎知識を学び、術前準備から術中補助、術後管理までの流れを系統的理解し、安全な手術の実施に必要な知識を修得する。さらには、そ

れらの準備や管理に加えて、麻酔準備や麻酔監視、助手としての手術の補助、救命救急など学んだ知識の実践力を修得する。これらの目的を果たすためには総合的な看

護学への理解が求められるため、これまでの基礎的な科目の知識を整理し、外科と関連させた実践力として身につけられるよう、適宜復習も織り交ぜながら進めていく

。

120 (8)

授業科目名 動物看護実習・演習 開講学科 動物高度医療科

開講科目名 動物外科看護学実習
開講年度 3

開講期間 通年



2025 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

回 形態 回 形態

1 講義・演習 16 講義・演習

2 講義・演習 17 講義・演習

3 講義・演習 18 講義・演習

4 講義・演習 19 講義・演習

5 講義・演習 20 講義・演習

6 講義・演習 21 講義・演習

7 講義・演習 22 講義・演習

8 講義・演習 23 講義・演習

9 講義・演習 24 講義・演習

10 講義・演習 25 講義・演習

11 講義・演習 26 講義・演習

12 講義・演習 27 講義・演習

13 講義・演習 28 講義・演習

14 講義・演習 29 講義・演習

15 講義・演習 30 講義・演習

参考書 同上

評価方法・基準 事前・事後学習のポートレート及び実習日報、実習における取組評価

成績評価

評価点数90点以上をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不

合格とする。

準備学習・時間外学習 学内で学んだ内容を統合し、臨床現場にて学習した知識の確認及び獣医師や実習責任者の許可と指示のもと積極的に実習を行う

教科書・テキスト 動物看護実習テキスト、愛玩動物看護師コアテキスト

食餌と栄養管理について理解する 窓口業務ができるよになる

無菌操作について理解する

各種検査機器の使用方法について理解できるようになる

創傷管理について理解できるようになる

入院動物の看護について修得する

救急救命や心肺蘇生について、獣医師の指示を仰ぎ、指示に基づ

いた行動が取れるようになる

文書管理業務ができるようになる

診療室における獣医療補助行為を理解する

環境整備、整理整頓について理解できるようになる

各種検査や処置、外科手術の補助について理解する

飼い主に対し適正飼養及び療養生活の指導を実践できるようにな

る

動物の適正な飼養方法について指導できるようになる

獣医師との連携について修得する

施設環境の理解として、チーム獣医療の構成職種などの相違を

理解できるようになる

愛玩動物を適正に管理する方法を修得する

動物飼養の歴史を知り、動物の生態、修正、整理を理解し、終

生飼養できる用準備することを理解する

インフォームドコンセントの実際を修得する

動物看護計画を立案できるようになる

動物看護過程の実践について理解できるようになる

愛護・適正使用に関し、飼育者に対して適正飼養に関する啓発

・指導を行えるようになる

チーム獣医療のメンバーと情報共有し、飼い主と良好なコミュ

ニケーションを図るための方法を修得する

動物診療施設見学時、学習者としてふさわしい態度が取れるよ

うになる

診察室における診療の補助が行えるようになる

診察室の衛生管理ができるようになる

院内コミュニケーションの重要性について理解できるようになる

動物看護業務の理解、動物看護業務の体験、動物看護業務の実践について修得する。

授業計画

チーム獣医療における愛玩動物看護師の役割を理解できるよう

になる

診療の補助と看護における業務能力を修得する

飼い主との適切なコミュニケーションについて理解できるように

なる

動物看護業務について理解できるようになる

内容 内容

授業の到達目標

必選区分 必修

開講科目英名 Intergrared  Practice　of  Animal Nursing 
授業形態

講師名

実務経験概要

授業の概要・目的

実際の動物診療施設で診療業務に参加し、これまでに学んだ学習内容を統合する。診療施設の概要や機能、獣医師との連携、飼い主とのコミュニケーション、愛玩動物

看護師としての役割や責任について理解し、実務能力を修得する。

180 (12)

愛玩動物看護師。大阪府の動物病院で動物看護師として勤務後、大阪ECO動物海洋専門学校に勤務

授業科目名 動物看護実習・演習 開講学科 動物高度医療科

開講科目名 動物看護総合実習
開講年度 3

開講期間 通年



2025 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

回 形態 回 形態

1 講義・演習 16 講義・演習

2 講義・演習 17 講義・演習

3 講義・演習 18 講義・演習

4 講義・演習 19 講義・演習

5 講義・演習 20 講義・演習

6 講義・演習 21 講義・演習

7 講義・演習 22 講義・演習

8 講義・演習 23 講義・演習

9 講義・演習 24 講義・演習

10 講義・演習 25 講義・演習

11 講義・演習 26 講義・演習

12 講義・演習 27 講義・演習

13 講義・演習 28 講義・演習

14 講義・演習 29 講義・演習

15 講義・演習 30 講義・演習

授業科目名 動物看護実習・演習 開講学科 動物高度医療科

開講科目名 動物臨床看護学実習Ⅲ
開講年度 3

開講期間 通年

授業の到達目標

必選区分 必修

開講科目英名 Practice　of　Animal　Clinical　NursingⅢ
授業形態

講師名

実務経験概要 大阪府の動物病院で動物看護師として勤務後、大阪ECO動物海洋専門学校に勤務、該当なし

授業の概要・目的

犬や猫の日常的な健康管理や、内科診療に必要な手技を実践する

犬や猫の基本的な取り扱いから、日常的な健康管理とその手技を身に付ける

60 (4)

動物のバイタルサインの評価とカルテへの記録、動物への基本的な内科的処置を行えるようにする

授業計画

オリエンテーション

看護実習室の使い方①

オリエンテーション

看護実習室の使い方②

保定・身体一般検査
基本的な保定①

保定・身体一般検査
基本的な保定②

内容 内容

犬の健康管理について

犬の健康管理について①

犬の健康管理について

犬の健康管理について②

犬の健康管理について

犬舎掃除の仕方①

保定・身体一般検査
身体一般検査①

保定・身体一般検査
身体一般検査②

保定・身体一般検査
様々な診察に合わせた保定と身体一般検査①

犬の健康管理について

犬舎掃除の仕方②

動物看護師とは

動物看護師の在り方①

動物看護師とは

動物看護師の在り方②

保定・身体一般検査
様々な診察に合わせた保定と身体一般検査②

保定・身体一般検査
道具を使った保定と身体一般検査①

保定・身体一般検査
道具を使った保定と身体一般検査②

動物看護師とは

仕事について①

動物看護師とは

仕事について②

カルテ

日常的に使われるカルテ用語①

保定・身体一般検査
２人１組での保定、身体一般検査①

保定・身体一般検査
２人１組での保定、身体一般検査②

猫

実習猫の当番について

カルテ

日常的に使われるカルテ用語②

カルテ

症例をもとにカルテを作成する①

カルテ

症例をもとにカルテを作成する②

猫

猫の保定と身体一般検査

猫

猫の保定と身体一般検査

まとめ

準備学習・時間外学習

教科書・テキスト

小テスト

これまでの授業の小テストを行う
振り返り

参考書 動物看護実習テキスト

評価方法・基準 筆記試験

成績評価

評価点数90点以上をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不

合格とする。



2025 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

回 形態 回 形態

1 講義・演習

2 講義・演習

3 講義・演習

4 講義・演習

5 講義・演習

6 講義・演習

7 講義・演習

8 講義・演習

9 講義・演習

10 講義・演習

11 講義・演習

12 講義・演習

13 講義・演習

14 講義・演習

15 講義・演習

参考書 動物看護コアテキスト①　（ファームプレス）

評価方法・基準 評価の割合は、筆記試験８０％、出席率を２０％で最高評価点を１００とする

成績評価

評価点数90点以上をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不

合格とする。

準備学習・時間外学習 　授業中に書き留めたメモなどからノートを作成する

教科書・テキスト なし。

後期学習内容の振り返り

ワシントン条約、種の保存法、鳥獣保護法

家畜伝染病予防法、民法など

後期学習内容の総括

ペットフード安全法（２）　表示義務など

身体障害者補助犬法

化製場法、外来生物法（1）

外来生物法（2）

動物愛護法（5）動物取扱業の概要　その１ 

動物愛護法（6）動物取扱業の概要　その2 

ペットフード安全法（１）　法の概要、ペットフードの範囲

開講学科 動物高度医療科

開講科目名 動物愛護・適正飼養関連法規
開講年度 3

開講期間 後期 必選区分 必修

開講科目英名 Animal Welfare Proper Breeding Regulations
授業形態 30 (2)

授業科目名 基礎動物看護

授業の到達目標

講師名

実務経験概要
行政書士として人と動物に関する各種法律手続きなどに26年関わってきた。また並行して愛玩動物看護師、狩猟者免許を所持し狩猟を行

う。

授業の概要・目的

愛玩動物看護師試験の範囲について学ぶと共に、動物看護師及び飼い主としても人や動物と向き合う上で必要な法律について学ぶ。

・狂犬病予防法や動物愛護法、愛玩動物看護師法、獣医師法などの各種法律の概要について理解できるようになる。

・外来生物法やワシントン条約など、野生動物に関わる法律について理解できるようになる。

・社会における上記の法律などがどのように関わっているのか複眼的に実感できるようになる。

動物愛護法（１）　動物愛護法の制定背景、法律の概要

動物愛護法（２）目的、基本原則、動物愛護週間など

動物愛護法（３）飼い主の責務、犬猫の引取りなど

動物愛護法（４）動物虐待の定義、罰則など

授業計画

内容 内容



2025 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

回 形態 回 形態

1 講義・演習 16

2 講義・演習 17

3 講義・演習 18

4 講義・演習 19

5 講義・演習 20

6 講義・演習 21

7 講義・演習 22

8 講義・演習 23

9 講義・演習 24

10 講義・演習 25

11 講義・演習 26

12 講義・演習 27

13 講義・演習 28

14 講義・演習 29

15 講義・演習 30

参考書 動物看護コアテキスト①　（ファームプレス）

評価方法・基準 評価の割合は、筆記試験８０％、出席率を２０％で最高評価点を１００とする

成績評価

評価点数90点以上をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不

合格とする。

準備学習・時間外学習 　授業中に書き留めたメモなどからノートを作成する

教科書・テキスト なし。

前期学習内容の振り返り

前期学習内容の総括

薬機法、麻薬取締法、毒劇物取締法、廃棄物処理法など

獣医療法（２）獣医療分野における広告規制など

獣医師法（３）　獣医師の届出義務、罰則など

愛玩動物看護師法（1）　法の概要、愛玩動物看護師の職責など

愛玩動物看護師法（2）　愛玩動物看護師の役割など

獣医療法（１）　獣医療法の概要、開院時の届出など

狂犬病予防法（３）　対象動物、輸入禁止動物（感染症法）な

ど 

狂犬病予防法（４）　飼い主と行政の義務、罰則など 

獣医師法（１）　獣医師法の概要、飼育動物の範囲

獣医師法（２）　獣医師の義務と権利　無診察診療の禁止など

授業計画

自己紹介、授業概要説明、法律の仕組み

狂犬病予防法（１）　狂犬病の概要、狂犬病清浄国について

内容 内容

狂犬病予防法（２）　狂犬病予防法の概要その１　施行年、目

的など 

開講学科 動物高度医療科

開講科目名 動物看護関連法規
開講年度 3

開講期間 前期 必選区分 必修

開講科目英名 Veterinary Laws and Regulations
授業形態 30 (2)

授業科目名 基礎動物看護

・狂犬病予防法や動物愛護法、愛玩動物看護師法、獣医師法などの各種法律の概要について理解できるようになる。

・外来生物法やワシントン条約など、野生動物に関わる法律について理解できるようになる。

・社会における上記の法律などがどのように関わっているのか複眼的に実感できるようになる。

授業の到達目標

講師名

実務経験概要
行政書士として人と動物に関する各種法律手続きなどに26年関わってきた。また並行して愛玩動物看護師、狩猟者免許を所持し狩猟を行

う。

授業の概要・目的

愛玩動物看護師試験の範囲について学ぶと共に、動物看護師及び飼い主としても人や動物と向き合う上で必要な法律について学ぶ。



2025 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

回 形態 回 形態

1 講義・演習 16

2 講義・演習 17

3 講義・演習 18

4 講義・演習 19

5 講義・演習 20

6 講義・演習 21

7 講義・演習 22

8 講義・演習 23

9 講義・演習 24

10 講義・演習 25

11 講義・演習 26

12 講義・演習 27

13 講義・演習 28

14 講義・演習 29

15 講義・演習 30

参考書 なし

評価方法・基準 評価の割合は筆記試験70％、出席率30％で、最高評価点数を100とする。

成績評価

評価点数90点以上をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不

合格とする。

準備学習・時間外学習 授業中に適宜課題を与える。授業中に書き溜めたメモなどをもとにノートを作成する。

教科書・テキスト 動物看護コアテキスト①・④

前期学習内容の振り返り

1．実験動物の福祉について

予備日（試験対策日）

前期学習内容の総括

１．実験動物とは２．実験動物の管理について

１．実験動物の特性と飼育管理について２．疾患モデル動物に

ついて

１．動物実験の代替え法について

１．鶏について

１．畜産業とは２．日本の畜産業の現状について

１．産業動物の福祉について２．中間テスト

１．馬について

１．豚について

１．羊について２．山羊について

一般的に知られる産業動物（家畜）の基本的な知識の習得、また実験動物に対する正確な理解が出来るようになること

授業計画

１．獣医学の目的２．産業動物とは３．牛について

１．牛について

内容 内容

授業の到達目標

必選区分 必修

開講科目英名 Comparative Animal Studies
授業形態

講師名

実務経験概要 大阪府農業共済組合にて牛の診療に関わったのち、大阪市阿倍野区にて２５年以上の小動物開業獣医師として動物病院を運営

授業の概要・目的

幅広い動物の生態や習性の知識を身に付けることで、またその精神的な安寧や心理的な健康を把握することで広く動物に関わる業界人となることを目的とする

30 (2)

授業科目名 基礎動物 開講学科 動物高度医療科

開講科目名 比較動物学
開講年度 3

開講期間 前期



2025 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

回 形態 回 形態

1 講義・演習 16 講義・演習

2 講義・演習 17 講義・演習

3 講義・演習 18 講義・演習

4 講義・演習 19 講義・演習

5 講義・演習 20 講義・演習

6 講義・演習 21 講義・演習

7 講義・演習 22 講義・演習

8 講義・演習 23 講義・演習

9 講義・演習 24 講義・演習

10 講義・演習 25 講義・演習

11 講義・演習 26 講義・演習

12 講義・演習 27 講義・演習

13 講義・演習 28 講義・演習

14 講義・演習 29 講義・演習

15 講義・演習 30 講義・演習

授業科目名 基礎動物看護 開講学科 動物高度医療科

開講科目名 動物感染症学Ⅱ
開講年度 3

開講期間 通年

授業の到達目標

必選区分 必修

開講科目英名 Animal Infection
授業形態

講師名

実務経験概要

愛玩動物看護師／アニマルサポートオフィス・ミーチョ　代表／（社）ペットマッサージ協会認定　ペット東洋医学アドバイザー

（一社）日本動物看護学会　理事／関西動物看護教育研究会　代表／（一社）日本ペットサービス研究会　理事

PET AMERICA認定　Pet First Aidインストラクター廉コースディレクター／防災士

授業の概要・目的

看護を行うためには、数多くの知識と多角的な視点が必要であり、また、それらを統合し考える能力も必要となる。

本科目では様々な疾患の病態生理を理解し、それによって引き起こされる症状や必要な処置、検査や治療に関する基本的な知識を習得・整理したうえで、罹患動物に対

する検査・治療・入院それぞれでの安全と安楽を守るための思考回路を確立する。

60 (4)

罹患した動物の安全・安楽を考えた看護の具体策を発案できる。

授業計画

各疾病の動物看護師としての視点、アセスメント方法について

理解する。

循環機能障害とは何か理解する。循環器の役割の確認を行う。

運動・神経機能障害（それそれの症状の特徴）とは何か理解する

。

運動・神経機能障害の代表的な疾患の確認を行う。検査・治療に

おける看護上の問題点・注意点について理解する。

内容 内容

循環器疾患における看護上の問題点とそのメカニズムについて

理解する。

循環器疾患の検査・治療における看護上の問題点・注意点につ

いて理解する。

循環器疾患の動物の看護目標と観察項目について学ぶ。

運動・神経機能障害における看護の観察項目と具体策について考

える。

リハビリテーションの目的・種類・効果について理解する。

排泄機能障害とは何か、多飲多尿を引き起こす疾患とそのメカニ

ズム・治療について理解する。

循環器疾患の看護の具体策について考える。

呼吸機能障害とは何か理解する。呼吸器の役割の確認を行う。

呼吸器疾患における看護上の問題点とそのメカニズムについて

理解する。

多飲多尿の動物に対する看護の具体策について考える。

下痢・便秘を引き起こす疾患とそのメカニズム・治療について理

解する。

下痢・便秘の動物に対する看護の具体策について考える。

呼吸器疾患の検査・治療における看護上の問題点・注意点につ

いて理解する。

呼吸器疾患の動物の看護目標と観察項目、看護の具体策につい

て考える。

消化機能障害とは何か理解する。消化器の役割の確認を行う。

繁殖機能障害とは何か理解する。繁殖に関する基礎知識の確認を

行う。

潜在精巣・前立腺肥大・子宮蓄膿症・乳腺腫瘍の疾病機序・治療

について理解する。

子宮蓄膿症・乳腺腫瘍の看護について理解する。

消化器疾患における看護上の問題点とそのメカニズムについて

理解する。

消化器疾患の検査・治療における看護上の問題点・注意点につ

いて理解する。

消化器疾患の動物の看護目標と観察項目、看護の具体策につい

て考える。

担がん動物における看護の留意点について理解する。

甲状腺機能異常・副腎皮質機能異常・糖尿病の疾病機序・治療に

ついて理解する。

甲状腺機能異常・副腎皮質機能異常・糖尿病の看護の具体策につ

いて考える。

準備学習・時間外学習
前回の授業の予告に伴い、1～２年次に学習した内容から関連個所の予習を行う。

授業終了後には自信を持って説明できない箇所に関して、次回に質問ができるようにノートをまとめる。

教科書・テキスト 愛玩動物看護師の教科書　第5巻　動物臨床看護学各論（緑書房）

前期学習内容の総括を行う。 後期学習内容の総括を行う。

参考書 臨床動物看護学　各論　（エデュワードプレス）

評価方法・基準 評価の割合は筆記試験70％、出席率10％、積極性20％で、最高評価点数を100とする。

成績評価
評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をC、59点以下をD評価とする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ただしA、B、およびCを合格とし、Dを不合格とする。



2025 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

回 形態 回 形態

1 講義・演習

2 講義・演習

3 講義・演習

4 講義・演習

5 講義・演習

6 講義・演習

7 講義・演習

8 講義・演習

9 講義・演習

10 講義・演習

11 講義・演習

12 講義・演習

13 講義・演習

14 講義・演習

15 講義・演習

授業科目名 愛護・適正飼養学 開講学科 動物高度医療科

開講科目名 ペット関連産業概論
開講年度 3

開講期間 後期

授業の到達目標

必選区分 必修

開講科目英名 Pet Alied Industries
授業形態

講師名

実務経験概要

外資ペットフードメーカーに於ける輸入計画・販売計画の立案。企画販売およびセミナー開催・講演。

独立後ペット用品流通業界でのコンサルティング・販売促進を手掛けながら、自ら輸入ペットフードの販売や総合ペットショップを運

営。

授業の概要・目的

経営の基本、マーケティングの基本、マネジメントの基本、物流と商流の基本、ディスプレイの基本を学習。

メーカー訪問・・・メーカーマーケティング/商品開発のレクチャー

卸企業訪問　・・・問屋マーケティング/物流業としての在庫から出荷までの流れのレクチャー。

模擬店出店　・・・学生自らがテーマ（コンセプト）を決めて、商品選定/POP/ポスター作製、陳列、接客販売を体験する。

独立開業の有無を問わず、業界人としてのスキルを身に着けることによって、社会人としての活躍の基礎となす。

30 (2)

〇可能な限りの即戦力性の育成

〇自立性の育成

授業計画

内容 内容

経営の基本③ペットショップ、ペットサロン経営の基本的考え方

会社設立のためのプランニング

マネジメントの基本①組織マネジメントとは

マネジメントの基本②自己管理、部下の管理、目標設定と計画立案、

アクションとレビュー

マーケティングの応用①自己のペット業界における位置付けから考え

るマーケティング。美容、物販、訓練、カフェ、生体販売それぞれの角

度から考える力を養う。
マーケティングの応用①自己のペット業界における位置付けから考え

るマーケティング。美容、物販、訓練、カフェ、生体販売それぞれの角

度から考える力を養う。
マーケティングの応用②ペット専門店のマーケティング。今後の国内

専門店が目指すべき方向を考え、どのようなマーケティングを行えば良

いかを導き出す。

業界展示会見学（日本ウエイン株式会社を予定）

ドッグイベントでの模擬店出店準備①　コンセプトと内容のプランニ

ング

ドッグイベントでの模擬店出店準備②商品設定（ペット商事）

ドッグイベントでの模擬店出店準備③POP・ポスター作製

ドッグイベントでの模擬店出店④接客販売体験

WeareECO模擬店　コンセプトと内容の決定　商品選定（ペットコロニ

ーくずは店）

WeareECO模擬店　POP、ポスター作製

準備学習・時間外学習

教科書・テキスト なし

年間の総括

参考書 なし

評価方法・基準 前期/筆記試験　　　後期/実技評価

成績評価
評価点数90点以上をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする

ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2025 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

回 形態 回 形態

1 講義・演習 16

2 講義・演習 17

3 講義・演習 18

4 講義・演習 19

5 講義・演習 20

6 講義・演習 21

7 講義・演習 22

8 講義・演習 23

9 講義・演習 24

10 講義・演習 25

11 講義・演習 26

12 講義・演習 27

13 講義・演習 28

14 講義・演習 29

15 講義・演習 30

参考書 なし

評価方法・基準 前期/筆記試験　　　後期/実技評価

成績評価
評価点数90点以上をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする

ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。

準備学習・時間外学習

教科書・テキスト なし

前期授業の振り返り

経営の基本①経営とは何か。会社とは何か。株主・役員・社員

の役割

経営の基本②マーケットに於けるペット業界の位置付けとその

特殊性

前期授業のまとめ

ディスプレイの基本①ディスプレイとは何か。そのセオリーと

役割

ディスプレイの基本②ディスプレイの応用（校外でのショップ

見学）

ディスプレイの基本③ペットショップディスプレイ（ひごペッ

トくずは店）

マーケティングの基本①価格ストラクチャーと粗利計算、商品

知識

マーケティングの基本②ペットショップマーケティング

マーケティングの基本③ビジネスプラン/戦術（tactic）と戦略

（strategy）

日本の商習慣と業態別商流の問題点

メーカーマーケティング（メーカー訪問）

卸業マーケティング（卸企業訪問）

〇可能な限りの即戦力性の育成

〇自立性の育成

授業計画

ペット業界の現状を知ることにより理解を深める

物流、商流とは何か。物流の在り方と重要性/問題点

内容 内容

授業の到達目標

必選区分 必修

開講科目英名 Animal　Life Environment
授業形態

講師名

実務経験概要

外資ペットフードメーカーに於ける輸入計画・販売計画の立案。企画販売およびセミナー開催・講演。　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　独立後ペット用品流通業界でのコンサルティング・販売促進を手掛けながら、自ら輸

入ペットフードの販売や総合ペットショップを運営。

授業の概要・目的

動物の行動様式を理解した上で、課程等における飼育環境の整備、ペット共生住宅、動物介在活動施設の整備・管理の方法、ペットの事故や怪我等のリスクを除去・

軽減するための方法や飼育マナーについて学び、人とペットの共生のための生活環境の在り方を理解します。

30 (2)

授業科目名 愛護・適正飼養学 開講学科 動物高度医療科

開講科目名 動物生活環境学
開講年度 3

開講期間 前期



2025 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

回 形態 回 形態

1 講義・演習 講義・演習

2 講義・演習 講義・演習

3 講義・演習 講義・演習

4 講義・演習 講義・演習

5 講義・演習 講義・演習

6 講義・演習 講義・演習

7 講義・演習 講義・演習

8 講義・演習 講義・演習

9 講義・演習 講義・演習

10 講義・演習 講義・演習

11 講義・演習 講義・演習

12 講義・演習 講義・演習

13 講義・演習 講義・演習

14 講義・演習 講義・演習

15 講義・演習 講義・演習

授業科目名 福祉・理学療法 開講学科 動物高度医療科

開講科目名 AAA演習
開講年度 3

開講期間 通年

授業の到達目標

必選区分 必修選択

開講科目英名 Practice of Animal Asosited Activity
授業形態

講師名

実務経験概要
ＪＡＨＡ認定家庭犬しつけインストラクターとして約20年褒めて教える犬のしつけに従事。同時にボランティアとしてＣＡＰＰ認定犬と

一緒にＡＡＩ活動を継続

授業の概要・目的

動物が人間社会で果たしている役割を学び、人と動物の関係を心理学的、及び社会学的側面から理解する。ＣＡＰＰ認定犬のテストの目的（人、犬）を学びトレーニン

グする。実際の活動の見学することで活動を理解し、実施に向けて取り組んで行けるよう参加していく。

120 (8)

動物の福祉、ストレスを理解し、ＪＡＨＡのＣＡＰＰ認定犬を合格させる。ＡＡＡの必要性、重要性を理解し、活動の計画を立て施設で実施する。

授業計画

内容 内容

ＡＡＡとは何かを理解できるようになる.。犬の適正、活動の実際パワー

ポイント

活動にふさわしい動物。ボランティアの心得。ＡＡＡに参加する犬の基

準

訪問活動に行く心得。活動内容の計画を立て発表（活動する役、

ボランティアと犬）　。ＣＡＰＰ認定犬トレーニング

活動内容の計画を立て発表（活動する役、ボランティアと犬）。

ＣＡＰＰ認定犬テストトレーニング。活動に向けてのトレーニン

グ

ＣＡＰＰ活動に参加する服装、接し方マナー。家庭犬として必要なマナ

ートレーニング

活動中の犬のストレスサインとそのような症状が出た時の対処法。家庭

犬マナーやレンジのトレーニング

学習理論（古典的条件づけ）。家庭犬マナーチャレンジのトレーニング

「スズラン」に訪問活動に行く準備又はオンライン活動に向けて

準備。Ａグループ活動に向けて担当犬トレーニング

Ａグループ「スズラン」訪問活動。又はオンライン活動。Ｂチー

ム準備。ＣＡＰＰ認定犬トレーニング。活動に向けてトレーニン

グ
Ｂグループ「スズラン」訪問活動又はオンライン活動。反省会。

次回活動準備。ＣＡＰＰ認定犬テストトレーニング。活動に向け

てトレーニング

学習理論（オペラント条件付け）。家庭犬マナーチャレンジのトレーニ

ング

「さくらら苑」見学する時の注意点。　家庭犬マナーチャレンジのトレ

ーニング

「さくらら苑」見学（グループＡ）活動が無い場合。オンライン活動準

備

「さくらら苑」「コスモス」「スズラン」訪問活動実施、又はオ

ンライン活動の総括。　ＣＡＰＰ認定犬テストトレーニング

「さくらら苑」次回実際の活動又はオンライン活動準備。ＣＡＰ

Ｐ認定犬トレーニング

「さくらら苑」に訪問活動に行く。又はオンライン活動実施。Ａ

グループ。反省会。担当犬トレーニング

「さくらら苑」見学（グループＢ）又はＡグループオンライン活動実施

。Ｂグループ準備　　　　　　　　　　　　　オンライン活動反省会

実際の活動から学んだこと。実際の活動にどう取り組むか。又はＢグル

ープオンライン活動。オンライン活動反省会

「コスモス」実際の活動またはオンライン活動に向けての準備.

「さくらら苑」に訪問活動に行く。又はオンライン活動実施。Ｂ

グループ。反省会。担当犬トレーニング

「コスモス」に訪問活動に行く。又はオンライン活動実施。Ａグ

ループ。反省会。担当犬ＣＡＰＰ認定犬トレーニング

「コスモス」に訪問活動に行く。又はオンライン活動実施。Ｂグ

ループ。反省会。担当犬ＣＡＰＰ認定犬トレーニング

「コスモス」実際の活動又はオンライン活動Ａグループ。反省会。　家

庭犬マナーチャレンジ

「コスモス」実際の活動又はオンライン活動Ｂグループ。反省会。　家

庭犬マナーチャレンジ

前期学習内容の総括を行う。家庭犬マナーチャレンジテスト

「スズラン」に訪問活動に行く。又はオンライン活動実施。Ａグ

ループ。反省会。担当犬ＣＡＰＰ認定犬トレーニング

「スズラン」に訪問活動に行く。又はオンライン活動実施。Ｂグ

ループ。反省会。担当犬ＣＡＰＰ認定犬トレーニング

後期学習内容の総括を行う。担当犬ＣＡＰＰ認定犬テスト

準備学習・時間外学習

教科書・テキスト

前期学習内容の振り返りを行う。 後期の振り返りを行う。

参考書

評価方法・基準 評価の割合は実技試験及び筆記試験をともに100点満点で実施し、総合的に評価を行う。最高評価点数を100とする。

成績評価

評価点数90点以上をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不

合格とする。



2025 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

回 形態 回 形態

1 講義・演習 16 講義・演習

2 講義・演習 17 講義・演習

3 講義・演習 18 講義・演習

4 講義・演習 19 講義・演習

5 講義・演習 20 講義・演習

6 講義・演習 21 講義・演習

7 講義・演習 22 講義・演習

8 講義・演習 23 講義・演習

9 講義・演習 24 講義・演習

10 講義・演習 25 講義・演習

11 講義・演習 26 講義・演習

12 講義・演習 27 講義・演習

13 講義・演習 28 講義・演習

14 講義・演習 29 講義・演習

15 講義・演習 30 講義・演習

参考書 授業中に適宜紹介

評価方法・基準 筆記試験50％・授業内小テスト20％・出席点20％・平常点10％で最高点数を100点とする

成績評価

評価点数90点以上をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不

合格とする。

準備学習・時間外学習 授業中に適宜課題を与える。（カラーリングアトラスの色塗り）（リハビリプログラムの作成）（各疾患に対しての予習ノートの作成）

教科書・テキスト カラーリングアトラス（学窓社）・イラストで見る犬の病気（講談社）・イラストで見る猫の病気（講談社）・動物看護のコアテキスト

前期学習内容の総括を行う。 国家試験対策問題の実施・一年の内容の総括を行う。

水療法：水中トレッドミルを用いた水中療法の実習

まとめ：前期で学習した内容のまとめと復習を行い、解剖学を

理解した総合的な判断で基礎的な運動療法を行えるようになる

。

前期試験・前期学習内容の振り返り

後期試験・後期学習内容の振り返り

後期学習内容の総括を行う

国家試験対策問題の実施

関節可動域：関節可動域の必要性と測定方法を理解し、実際に

測定できるようになる。

物理療法：電気治療器やレーザー・超音波等の各モダリティの

使用方法と用途を理解、水療法の理解。

水療法：プールを用いた水中療法の実習

神経疾患：代表的な神経疾患（椎間板ヘルニア等）についての知

識とそのリハビリを理解し、実施・説明できるようになる。

プログラムの組み立て：実際のリハビリプログラムの組み立て方

を理解し、実際の症例を想定してリハビリプログラムを提案出来

るようになる。
まとめ：１年間で学習した内容のまとめと復習を行い基礎的な理

学療法を理解した上で自分の考えるリハビリテーションを表現で

きるようになる。

筋学（後肢）：後肢および下半身の筋肉について理解し、触知

できるようになる。

歩様について：正常な歩様と異常な歩様の歩様分類が可能にな

り歩行検査と跛行グレードの評価ができるようになる。

周囲長：筋量測定の方法と周囲長について理解し、実際に測定

できるようになる。

高齢期のリハビリ：高齢期についての基礎知識とリハビリにおい

ての必要性を理解し、シニアへのリハビリを考えられるようにな

る。
整形疾患１：代表的な整形外科疾患（膝蓋骨脱臼・前十字靭帯断

裂・股関節形成不全）ついての知識とそのリハビリについて理解

し、説明できるようになる。
整形疾患２：代表的な整形外科疾患（レッグペルテス・骨折・前

肢疾患）についての知識とそのリハビリについて理解し、説明で

きるようになる。

骨学（後肢）：後肢および下半身の骨格について理解し、触知

できるようになる。

関節学：関節の基本構造と各関節の仕組みを理解し、分類でき

るようになる。

筋学（前肢）：前肢および上半身の筋肉について理解し、触知

できるようになる。

バランスボール：バランスボールの使い方を理解し、バランスボ

ールを使った基礎的なバランス運動を行えるようになる。

加温と冷却：温熱療法と寒冷療法・炎症についての基礎知識を理

解し、実施できるようになる。

徒手療法：ストレッチやP-

ROMの危険性と方法について理解し、基礎的な徒手療法の動きを

できるようになる。

リハビリに必要な基礎知識を理解し、基礎的なリハビリテーションを提案し、行えるようになる。理学療法を行ってはいけない症例や禁忌を理解し、判断できる知識を

習得する。自分考えるリハビリテーションとはどのようなものかを明確に表現できるようになる。

授業計画

動物理学療法について：理学療法とは何か？リハビリとはなに

か？廃用と不動化について、リハビリテーションの必要性を理

解する。

骨学（前肢）：前肢および上半身の骨格について理解し、触知

できるようになる。

姿勢の安定性：姿勢の安定性についての考え方を理解し、説明で

きるようになる。

バランス運動について：バランス運動の必要性の理解と基礎的な

バランス運動を行えるようになる。

内容 内容

授業の到達目標

必選区分 必修選択

開講科目英名 Ａｎｉｍａｌ Ｐｌｙｓｉｏｔｈｅｒapy
授業形態

講師名

実務経験概要

2015年よりファーブル動物医療センター：整形外科・リハビリテーション科・スポーツメディスン科にて犬および猫のリハビリを担当　

　　　　　　　　　　　　　　　　テネシー大学の動物リハビリテーション資格CCRP取得　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　動物理学リハビリ国際協会会長

授業の概要・目的

理学療法はリハビリテーションの１項目として存在するが動物の理学療法はまだまだ未発展な分野であり、実施している病院も多くはない。しかし、その分の動物看護

師の介入が大きく期待できる分野でもある。その為、動物理学療法の基礎を理解し適応症例の判断や基礎的なプログラムの作成を修得することで将来的に自身のアドバ

ンテージとしてリハビリテーションを提案していく事が可能になる。また、動物理学療法を正しく理解する為には解剖学や生理学、疾患についての知識などの総合的な

知識を得る事が必要となるため、将来的にリハビリテーションを行わない場合にも、必要な知識としてリハビリに関する総合的な知識を身につける。

60 (4)

授業科目名 福祉・理学療法 開講学科 動物高度医療科

開講科目名 動物理学療法
開講年度 3

開講期間 通年



2025 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

回 形態 回 形態

1 講義・演習 16 講義・演習

2 講義・演習 17 講義・演習

3 講義・演習 18 講義・演習

4 講義・演習 19 講義・演習

5 講義・演習 20 講義・演習

6 講義・演習 21 講義・演習

7 講義・演習 22 講義・演習

8 講義・演習 23 講義・演習

9 講義・演習 24 講義・演習

10 講義・演習 25 講義・演習

11 講義・演習 26 講義・演習

12 講義・演習 27 講義・演習

13 講義・演習 28 講義・演習

14 講義・演習 29 講義・演習

15 講義・演習 30 講義・演習

授業科目名 福祉・理学療法 開講学科 動物高度医療科

開講科目名 東洋医学
開講年度 3

開講期間 通年

授業の到達目標

必選区分 必修選択

開講科目英名 Oriental Medicine
授業形態

講師名

実務経験概要
大阪市のはる動物病院、堺市のクッキー動物病院にて鍼灸漢方専門外来を担当、鍼灸漢方の専門病院「どうぶつのハーモニーケアOHANA

」を開院し東洋医学やナチュラルケアによる診療を日々行っている。

授業の概要・目的

東洋医学独特の考え方や理論を理解し、補完・代替医療としての東洋医学と将来の仕事を結び付けて考える。

60 (4)

東洋医学の理論に基づき、動物や自分自身の体質・体調を見極め、動物のケアやセルフケアに活用する。また、動物病院の仕事に活かせるよう、知識や技術の習得に努

め、就職活動のアピールポイントとして活用する。

授業計画

東洋医学の概要と自分の体質チェック

東洋医学の概要・鍼灸デモンストレーション

前期総復習

腎経・膀胱経①

内容 内容

陰陽の考え方

八綱弁証

気血水の考え方①

腎経・膀胱経②

心経・小腸経　/ ツボ実習

脾経・胃経①

気血水の考え方②

五行の考え方①

五行の考え方②

脾経・胃経②

肺経・大腸経

肝経・胆経/ツボ実習

東洋医学的体質診断まとめ

経絡経穴

四診（舌診・脈診）

灸について、灸実習

弁証論治実践実習

臓腑弁証まとめ

漢方薬膳について

薬膳作り実習

前期試験・前期学習内容総括

人間の薬膳メニューを作ってみよう（実習）

後期まとめ

後期試験・後期学習内容総括

準備学習・時間外学習 下記教科書、授業配布資料等にて事前準備、事後学習を行うと同時に、課題提出、自身のノートを含め繰り返しの習熟に反映させる。

教科書・テキスト 愛玩動物看護師　コアテキスト

前期学習内容の振り返りを行う。 後期学習内容の振り返りを行う。

参考書 犬猫に効くツボ・マッサージ

評価方法・基準 定期試験

成績評価

評価点数90点以上をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不

合格とする。



2025 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

回 形態 回 形態

1 講義・演習 16 講義・演習

2 講義・演習 17 講義・演習

3 講義・演習 18 講義・演習

4 講義・演習 19 講義・演習

5 講義・演習 20 講義・演習

6 講義・演習 21 講義・演習

7 講義・演習 22 講義・演習

8 講義・演習 23 講義・演習

9 講義・演習 24 講義・演習

10 講義・演習 25 講義・演習

11 講義・演習 26 講義・演習

12 講義・演習 27 講義・演習

13 講義・演習 28 講義・演習

14 講義・演習 29 講義・演習

15 講義・演習 30 講義・演習

参考書 なし

評価方法・基準 評価の割合は筆記試験70％、授業中に行う小テスト10％、課題10％、出席率10％で、最高評価点数を100とする。

成績評価

評価点数90点以上をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不

合格とする。

準備学習・時間外学習 授業中に行う理解度を深めるための小テストでの復習を行う。授業内容のメモや実習内容を振り返ってノートの作成を行う。

教科書・テキスト 動物看護　コアテキスト

前期学習内容の振り返りを行う。 後期の振り返りを行う。

高齢犬・猫の在宅看護が必要になるよくある疾患と看護方法を

理解する。

前期まとめ

前期学習内容の総括を行う。

犬や猫の終末期に直面した飼い主へのサポートや遺族ケアについ

て理解する。

後期まとめ

後期学習内容の総括を行う

高齢犬・猫の体の取り扱い方や、整えるべき基本的な飼育環境

・入院環境について理解する。

高齢犬・猫の老化する体に合わせた入院中のお手入れ方法・健

康管理・健康チェックの仕方を理解する。

高齢犬・猫の予防医療とよくある病気を知り説明できるように

なる。

寝たきりの高齢犬・猫の介護方法と介護に役立つグッズの活用方

法を理解し実践できる。

幼齢動物・高齢動物のエマージェンシーや急変が起こりやすい場

面と看護について理解する。

犬や猫の終末期ケアと安楽死について理解する。

子猫期の食事内容の特徴・食事量の計算・あげ方（離乳食）を

理解し、実践する。

幼齢犬・幼齢猫によくある病態・疾患を理解し、受け入れから

入院管理まで理解する。

犬と猫の老化（体の変化）について学び、老化によって起こる

日常生活の変化を説明できるようになる。

高齢犬・猫の認知機能不全症候群の症状や進行を抑えるための対

策を説明できる。

高齢犬・猫の食事内容の特徴を理解し、食事の介助方法を実践で

きる。介護に役立つグッズの活用方法を理解する。

高齢犬・猫の介護方法(歩行・排泄の介助）と介護に役立つグッズ

の活用方法を理解し実践できる。

犬の出生から新生仔期にまつわる看護ケア・技術を理解・習得

する。

子犬期の食事内容の特徴・食事量の計算・あげ方を理解し、実

践する。

猫の出生から新生仔期にまつわる看護ケア・哺育技術を理解・

習得する。

高齢犬・高齢猫の腎臓疾患を通して在宅看護や入院看護・管理を

理解する。

高齢犬・高齢猫の腫瘍疾患を通して在宅看護や入院看護・管理を

理解する。

高齢犬・猫の介護が必要な体の状態・疾患・障害を説明できる。

犬や猫の生涯のうち幼齢期と老齢期という対極にあるライフステージの基本知識を学び、動物病院での診察補助・動物の取り扱い・入院管理・飼い主とのコミュニケー

ションに応用する。幼齢期・高齢期特有の注意すべき病態やケア方法を学び、動物の異常に気づくための知識を習得する。入院管理や在宅看護に生かす高齢期の看護・

介護の仕方や終末期のサポート方法を理解する。

授業計画

犬や猫の出生から看取りまでの一連のライフステージを理解す

る。

犬と猫の幼齢期の特徴に合わせた体の取り扱い・健康チェック

の仕方・衛生管理を理解する。

高齢犬・猫が抱える痛みとケアについて理解する。

高齢犬の心臓疾患を通して在宅看護や入院看護・管理を理解する

。

内容 内容

授業の到達目標

必選区分 必修

開講科目英名 Animal Surgery Nursing
授業形態

講師名

実務経験概要

2011年3月から2018年7月まで大阪府内の動物病院に勤務し、看護主任・広報部長を務め、飼い主向けシニア教室の開催に尽力。

2018年7月から兵庫県姫路市にてCon 

tutti－コントゥッティ－を開業し、飼い主向け訪問シッター・介護サービス、動物病院向けセミナーを展開。

授業の概要・目的

犬や猫の幼齢期・高齢期特有の健康管理や看護方法を理解・熟知することは、動物看護師が獣医療の場面で獣医師をサポートしながら、動物のライフステージに合わせ

た入院中の環境作り・食事管理・精神的なケア・飼い主へのアドバイスを行う上で不可欠なものである。幼齢期では身体的・精神的な著しい成長が見られるが、その中

でも新生仔期の哺育技術や、成長期の社会化に合わせた対応方法を学ぶことは、幼齢動物が健全に成長し看護を行うために重要な知識となる。また、高齢期では長寿化

・高齢化の影響から起こる疾患に合わせた看護や介護、終末期のケアを、高齢動物や飼い主が体力的・精神的に負担を減らしながら行うことができるよう介助するため

の知識や技術が必要となる。動物病院での診察補助・入院管理・飼い主の在宅看護の場面で、幼齢・老齢動物の特徴に合わせた看護の知識・技術を理解する。

60 (4)

授業科目名 臨床動物看護学 開講学科 動物高度医療科

開講科目名 動物外科看護学
開講年度 3

開講期間 通年



2025 配当年次

講義 時間数（単位数）

回 形態 回 形態

1 講義・演習 16 講義・演習

2 講義・演習 17 講義・演習

3 講義・演習 18 講義・演習

4 講義・演習 19 講義・演習

5 講義・演習 20 講義・演習

6 講義・演習 21 講義・演習

7 講義・演習 22 講義・演習

8 講義・演習 23 講義・演習

9 講義・演習 24 講義・演習

10 講義・演習 25 講義・演習

11 講義・演習 26 講義・演習

12 講義・演習 27 講義・演習

13 講義・演習 28 講義・演習

14 講義・演習 29 講義・演習

15 講義・演習 30 講義・演習

参考書 なし

評価方法・基準 授業内評価、ベーシックの確実性、カットバランス、スピード、犬のコントロール、出欠、提出物、授業態度

成績評価
評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をC、59点以下をD評価とする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ただしA、B、およびCを合格とし、Dを不合格とする。

準備学習・時間外学習 授業中に適宜課題を与える。授業中に書き留めたメモなどを元にノートを作成する。

教科書・テキスト グルーミングテキスト、プリント類

実習 振り返り
実習 振り返り 

グルーミングドールカット仕上げる（サマーマイアミ）

実習 ブラッシング、コーミングの大切さ、効果を知る。

実習 基本を見直す

実習 スピードアップするための工夫を考える。

実習 もう一度基本を見直す

実習 もう一度基本を見直す

実習 総括、授業内評価、出欠、提出物、授業態度

実習 ドライング時の風のあて方とブラシと保定を研究する。

実習 グルーミングドールカット（クレイン）

実習 シャンプーの洗い方、すすぎ方を工夫する。

実習 保定コントロール、スピードのレベルアップ

実習 もう一度基本を見直す

実習 保定コントロール、スピードのレベルアップ

実習 ブラッシング、コーミングの大切さ、効果を知る。

実習 シャンプーの洗い方、すすぎ方を工夫する。

実習 シャンプーの洗い方、すすぎ方を工夫する。

Ｂ級検定

Ｂ級検定

実習 グルーミングドールカット（ボレロマンハッタン）

実習 基本を見直す

実習 ブラッシング、コーミングの大切さ、効果を知る。

実習 ブラッシング、コーミングの大切さ、効果を知る。

実習 保定コントロール、スピードのレベルアップ

実習 もう一度基本を見直す

実習 もう一度基本を見直す

2年次の間に一人で一頭のトリミングができるようになる事。トリミング演習を楽しんでもらえるようになること。

授業計画

実習 基本を見直す

実習 基本を見直す

実習 保定コントロール、スピードのレベルアップ

実習 保定コントロール、スピードのレベルアップ

内容 内容

授業の到達目標

必選区分 必修選択

開講科目英名 Practice of Basic Grooming Ⅲ
授業形態

講師名

実務経験概要 　　　　　1997年よりトリミングサロン開業、現在に至る

授業の概要・目的

ベーシック作業の確実性と大まかな形やバランスをマスターする。また、トリミングに興味を持ち楽しさを知ってもらい自分から積極的にトリミング実習に取り組む姿

勢を作る。

120 (8)

授業科目名 トレーニング・グルーミング 開講学科 動物高度医療科

開講科目名 グルーミング実習Ⅲ
開講年度 3

開講期間 通年



2025 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

回 形態 回 形態

1 講義・演習 16 講義・演習

2 講義・演習 17 講義・演習

3 講義・演習 18 講義・演習

4 講義・演習 19 講義・演習

5 講義・演習 20 講義・演習

6 講義・演習 21 講義・演習

7 講義・演習 22 講義・演習

8 講義・演習 23 講義・演習

9 講義・演習 24 講義・演習

10 講義・演習 25 講義・演習

11 講義・演習 26 講義・演習

12 講義・演習 27 講義・演習

13 講義・演習 28 講義・演習

14 講義・演習 29 講義・演習

15 講義・演習 30 講義・演習

参考書

評価方法・基準 担当犬日誌７０％、出席率３０％

成績評価
評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をC、59点以下をD評価とする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ただしA、B、およびCを合格とし、Dを不合格とする。

準備学習・時間外学習

教科書・テキスト

前期トレーニング内容、お預かり表の総括

家庭犬マナーチャレンジテスト。飼い主様へ一年間のお礼（冊子

）

担当犬お手入れ、担当犬に応じたトレーニング（言葉の合図を

教える手順）

担当犬お手入れ、担当犬に応じたトレーニング（言葉の合図を

教える手順）

担当犬お手入れ、担当犬に応じたトレーニング（オスワリ、フ

セ、名前、ツイテ、オイデ、マテ）言葉の合図だけで出来るか

チェック

犬の様子を見る/家庭犬マナーチャレンジテストに向けてトレーニ

ング。冊子作成

犬の様子を見る/家庭犬マナーチャレンジテストに向けてトレーニ

ング。冊子作成

犬の様子を見る/家庭犬マナーチャレンジテストに向けてトレーニ

ング。冊子作成

担当犬お手入れ、担当犬に応じたトレーニング（言葉の合図を

教える手順）

担当犬お手入れ、担当犬に応じたトレーニング（言葉の合図を

教える手順）

担当犬お手入れ、担当犬に応じたトレーニング（言葉の合図を

教える手順）

犬の様子を見る/家庭犬マナーチャレンジテストに向けてトレーニ

ング

犬の様子を見る/家庭犬マナーチャレンジテストに向けてトレーニ

ング。冊子作成

犬の様子を見る/家庭犬マナーチャレンジテストに向けてトレーニ

ング。冊子作成

担当犬お手入れ、担当犬に応じたトレーニング（言葉の合図を

教える手順）

担当犬お手入れ、担当犬に応じたトレーニング（言葉の合図を

教える手順）　。

担当犬お手入れ、担当犬に応じたトレーニング（言葉の合図を

教える手順）

犬の様子を見る/家庭犬マナーチャレンジテストに向けてトレーニ

ング

犬の様子を見る/家庭犬マナーチャレンジテストに向けてトレーニ

ング

犬の様子を見る/家庭犬マナーチャレンジテストに向けてトレーニ

ング

担当犬お手入れ、担当犬に応じたトレーニング（言葉の合図を

教える手順）

担当犬お手入れ、担当犬に応じたトレーニング（言葉の合図を

教える手順）

担当犬お手入れ、担当犬に応じたトレーニング（言葉の合図を

教える手順）

犬の様子を見る/家庭犬マナーチャレンジテストに向けてトレーニ

ング

犬の様子を見る/家庭犬マナーチャレンジテストに向けてトレーニ

ング

犬の様子を見る/家庭犬マナーチャレンジテストに向けてトレーニ

ング

人を好きにして家庭犬として共に生きていく上で必要なしつけ、家庭犬マナーチャレンジテストに合格できるようにトレーニングする

授業計画

身だしなみチェック、飼い主へのお預かり時、お返し時の挨拶

の仕方、担当犬日誌の作成、担当犬班分け

担当犬を知る。苦手な所はどの様に好きにするかを考える

犬の様子を見る/家庭犬マナーチャレンジテストに向けてトレーニ

ング

犬の様子を見る/家庭犬マナーチャレンジテストに向けてトレーニ

ング

内容 内容

授業の到達目標

必選区分 必修選択

開講科目英名  Dog  Trainning
授業形態

講師名

実務経験概要 JAHA家庭犬しつけインストラクターとして約20年携わって来ました

授業の概要・目的

褒めて教える家庭犬のしつけを用いて、一般家庭からお預かりした犬をしつける。体を触って犬の嫌がる所はないか？あるならば、嫌がる所を好きに変える（例：口元

を触る、ブラッシング、足先を触る・・・）家庭犬として必要なお手入れ、抱っこなど人の手を好きにして飼い主とスキンシップがとれるようにする。人の手は怖くな

い事を教える。家庭犬として必要なマナー（家庭犬マナーチャレンジテスト）を教える

120 (8)

授業科目名 トレーニング・グルーミング 開講学科 動物高度医療科

開講科目名 ドッグトレーニングⅢ
開講年度 3

開講期間 通年



2025 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

回 形態 回 形態

1 講義・演習 16 講義・演習

2 講義・演習 17 講義・演習

3 講義・演習 18 講義・演習

4 講義・演習 19 講義・演習

5 講義・演習 20 講義・演習

6 講義・演習 21 講義・演習

7 講義・演習 22 講義・演習

8 講義・演習 23 講義・演習

9 講義・演習 24 講義・演習

10 講義・演習 25 講義・演習

11 講義・演習 26 講義・演習

12 講義・演習 27 講義・演習

13 講義・演習 28 講義・演習

14 講義・演習 29 講義・演習

15 講義・演習 30 講義・演習

参考書

評価方法・基準 レポート

成績評価
評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をC、59点以下をD評価とする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ただしA、B、およびCを合格とし、Dを不合格とする。

準備学習・時間外学習

教科書・テキスト

国家試験対策

傷病野生鳥獣救護の問題点と解決策討論

全範囲振り返り、重要項目解説

後期学習内容の総括

セキレイ・ツグミ・オナガ・カラス類・ウグイス類・ヒタキ類

外来生物法・保全医学の観点を踏まえた野生動物対策

公園で野鳥観察実習

カモ類・サギ類

油汚染鳥の救護

ワシタカ類・フクロウ類

ミズナギドリ類・カモメ・アジサシ類

ムササビ・モモンガ・ニホンジカ・ニホンヤマネ・ノウサギ

メジロ・シジュウカラ・カワラヒワ・ドバト・キジバト

傷病野生哺乳類の救護総論

タヌキ・ハクビシン

国際環境法・環境基本法・個別の自然保護法

身近な野性動物を識別できるようになり、習性、食性の違いに配慮して正しく安全に取り扱うための知識を得る。

授業計画

野生動物救護の意義と課題

身近な野生動物との共存

傷病野生鳥類の救護総論

内容 内容

授業の到達目標

必選区分 必修

開講科目英名 Comparative Animal Studies
授業形態

講師名

実務経験概要 奈良県にて小動物臨床を中心に開業獣医師として活躍中。

授業の概要・目的

身近な野性動物の種類と特徴・生活を理解し共存の意識を養う

30 (2)

授業科目名 基礎動物 開講学科 動物高度医療科

開講科目名 比較動物学
開講年度 3

開講期間 後期


